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平成 21 年

私たちは、信頼される地域医療支援病院として、
医療を通じて地域社会に貢献します。

⒈　患者さんの権利を尊重し、信頼される
　　高次救急医療の確立を目指します。
⒉　職員が互いに尊重しあう職場作りをめざし、
　　チーム医療の充実に努めます。

⒈　良質な医療を公平に受ける権利があります。
⒉　自分の病気について納得するまで充分な説明を受け、
　　その上で検査や治療を選択するとともに
　　その医療機関を決定する権利があります。
⒊　個人の情報は保護される権利があります。
⒋　自分の診療について知る権利があります。

基 本 理念

基 本 方針

患者さんの権利

川内
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C a t t l e y a

C O N T E N T S

院内学術発表会
部門レポート第三回　リハビリ室
新人さん紹介／看護部だより
ご意見箱／トピックス
レシピ／リレーエッセイ

新年のご挨拶
地域連携パスキックオフミーティング

第３回部門レポート　リハビリテーションセンター第３回部門レポート　リハビリテーションセンター



　

去
る
10
月
10
日
（
金
）、
第
12

回
市
民
病
院
学
術
発
表
会
が
当
院

２
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
院
内
152
名
、
院
外
21
名
の
参

加
者
の
中
、
５
部
構
成
で
10
名
の

発
表
が
あ
り
質
疑
応
答
を
含
め
約

２
時
間
、
活
発
な
デ
ィ
ア
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
た
発
表
会
で

し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム

Ⅰ　

看
護
部	

座
長
　
濱
田
　
知
美　

　

１
、
Ｖ
Ａ
Ｃ
療
法
の
紹
介	

３
階
東　
　
　

猿
楽　

大
輔

　

２
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
に
つ
い
て	

４
階
東　
　
　

林　
　

直
人

　

３
、
記
録
の
質
の
向
上
に
向
け
て
の
取
り
組
み	

４
階
西　
　
　

中
富　

英
樹

Ⅱ　

医
局
（
外
科
）　	

座
長
　
槐
島
健
太
郎

　

１
、	

前
立
腺
癌
の
新
し
い
治
療
法	

泌
尿
器
科　
　

一
美　

貴
弘

　

２
、	

小
脳
出
血
は
何
故
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

	

脳
神
経
外
科　

田
実
謙
一
郎

Ⅲ　

コ
メ
デ
ィ
カ
ル	

座
長
　
竪
山
　
恵
子

　

１
、	

Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
つ
い
て	

事
務
部　
　
　

川
畑　

潤
三

　

２
、	

当
院
の
ポ
ー
タ
ブ
ル
撮
影
に
お
け
る
被
爆
の
現
状

	

放
射
線
室　
　

沖
中　

裕
幸

Ⅳ　

医
局
（
内
科
）	

座
長
　
伊
瀬
知
　
毅

　

１
、	

当
院
に
て
経
験
し
た
肺
血
栓
塞
栓
症
の
３
例

	

循
環
器
科　
　

薗
田　

剛
嗣

　

２
、	

意
識
障
害
の
Ａ
Ｂ
Ｃ	

神
経
内
科　
　

市
来　

征
仁

Ⅴ　

特
別
講
演

　
「
こ
う
な
る
！
市
民
病
院
画
像
診
断
！

　
　
　
　

—

大
型
機
器
更
新
に
よ
る
変
化—

」	

放
射
線
科　
　

三
木　

徹
生

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
が
冬
の
時
代
と
呼
ば

れ
長
く
な
り
ま
す
。
昨
年
の
後
半
か
ら
続
く
世

界
規
模
の
経
済
不
況
に
見
舞
わ
れ
、
社
会
は
混

迷
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
我
が
市
民

病
院
は
医
師
会
員
、
病
院
職
員
の
理
解
と
協
力

で
、
市
民
が
求
め
る
「
良
質
の
医
療
を
効
率
よ

く
」
行
な
う
こ
と
で
難
局
を
切
り
抜
け
て
こ
れ

た
と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
、

電
子
カ
ル
テ
で
あ
り
、
今
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
、
脳
卒
中
連
携
パ
ス
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

血
管
造
影
装
置
に
引
き
続
き
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の

更
新
整
備
も
国
・
県
・
市
の
協
力
を
得
て
年
度

内
に
完
了
し
ま
す
。
私
た
ち
に
は
最
高
の
設
備

の
中
で
更
に
質
の
高
い
医
療
を
市
民
に
提
供
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
今
年
も
川
内
医
師
会
の

精
神
で
あ
る
「
常
に
一
歩
先
取
り
し
た
戦
略
」

の
も
と
、
会
員
医
療
機
関
と
連
携
・
機
能
分
担

し
て
地
域
医
療
を
支
え
る
た
め
皆
さ
ん
の
理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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市
民
病
院
学
術
発
表
会

第12回

日
本
医
師
会
生
涯
教
育
認
定
講
座

鹿
児
島
県
医
師
会
生
涯
教
育
認
定
講
座

川内市医師会立市民病院

院長　丸　古　臣　苗

新
年
の
ご
挨
拶



　

当
院
で
は
自
院
及
び
会
員
医
療
機
関
職
員
の
針
刺
し

事
故
時
の
対
応
の
為
に
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
（
内
服
薬
）
を
常

備
し
て
い
ま
す
。

　

事
故
に
よ
り
医
療
ス
タ
ッ
フ
へ
の
感
染
の
可
能
性
が

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
２
時
間
以
内
に
服
用
を
開

始
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
妊
婦
及
び
妊
娠
の
可
能

性
が
あ
る
場
合
は
専
門
家
へ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
後
の

服
用
開
始
と
な
り
ま
す
。）

　

必
要
時
に
は
市
民
病
院
に
ご
連
絡
の
上
、
お
薬
を
受

け
取
り
に
御
来
院
下
さ
い
。
な
お
、
時
間
外
は
守
衛
が

電
話
対
応
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
し
く
お
伝
え

下
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
お
電
話
に
て
お
問
合
せ
下
さ
い
。

2 0 0 9 　 W I N T E R

❸　川内市医師会立市民病院

川薩地区脳卒中地域連携パス
キックオフ・ミーティング
 Brain Association in SENSATSU（BAS）

　川薩地区において今年より脳卒中地域連携パスが可動予定となりました。
一昨年秋より脳卒中地域連携体制の構築に向け準備を進め、昨年 12月 18 日
に国際交流センターにおいてキックオフミーティングを開催しました。200
名を超える参加者のなか、川薩地区地域連携に向かう大きな第一歩となりま
した。

⒈　地域医療連携体制の
　　構築に向けて
　　　北薩地域振興局保健福祉環境部

主　査　吉　野　政　子

⒉　 脳卒中連携パス
　　（改訂版）の説明　
　　　　　　川内市医師会立市民病院

脳神経外科　田　実　謙一郎

⒊　地域連携パス関連の診療
　　報酬と退院時カンファランス
　　について
　　　　　　川内市医師会立市民病院

連携室　村　山　美　紀

⒋　脳卒中の診断・治療・
　　連携について
　　　　　　川内市医師会立市民病院

副院長　時　村　　　洋

ミーティング内容

矢印：パスシートの流れ

計画管理病院
（市民病院）

回復期施設

維持期施設

かかりつけ医

会
員
医
療
機
関
の
皆
様
へ

抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
の
お
知
ら
せ

地域連携パスの流れ
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当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
開
院

当
初
の
リ
ハ
ビ
リ
室
（
現
在
の
消
化
器
内
科
外
来
と
職

員
休
憩
室
）
時
代
に
は
医
師
１
名
、理
学
療
法
士
２
名
、

作
業
療
法
士
２
名
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
１
名
の
計
６
名
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
実
は
私
も
こ
の
時
に
は
ま
だ

大
阪
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
お
ら
ず
、
開
院
２
年
目
に
こ

の
６
名
に
加
わ
る
形
で
入
職
し
ま
し
た
。
現
在
残
念
な

が
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ン
バ
ー
で
残
っ
て
い
る
の
は
竹
迫
医
師
の

み
で
す
。

　

そ
の
後
、
丸
古
院
長
や
医
師
会
の
役
員
の
先
生
方
の
ご
理
解

の
も
と
、
毎
年
の
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
を
増
員
し
て
い
た
だ
き
、

現
在
で
は
丸
古
院
長
を
含
め
た
医
師
２
名
、理
学
療
法
士
15
名
、

作
業
療
法
士
10
名
、
言
語
聴
覚
士
５
名
、
看
護
師
１
名
、
ア
シ

ス
タ
ン
ト
２
名
の
計
35
名
の
大
所
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
リ
ハ
ビ
リ
棟
に
リ
ハ
ビ
リ
室
が
移
転
し
、
総
合
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
平

成
15
年
６
月
の
こ
と
で
す
。
以
後
、
当
セ
ン
タ
ー
は
内
外
の
多

く
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
年
々
成
長
を
続
け
、
現

在
で
は
県
か
ら
川
薩
地
区
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ

ン
タ
ー
の
指
定
も
受
け
、
川
薩
地
区
を
代
表
す
る
リ
ハ
ビ
リ
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
対
象
疾
患
は
脳
血
管
疾
患
、
整
形
疾
患
、
呼

吸
器
疾
患
、
外
科
疾
患
、
内
科
疾
患
、
廃
用
性
疾
患
、
小
児
疾

患
等
…	

多
岐
に
渡
り
ま
す
。
こ
れ
程
幅
広
く
多
く
の
急
性
期

疾
患
を
対
象
と
す
る
リ
ハ
ビ
リ
施
設
は
、
実
は
県
内
に
も
そ
れ

程
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
急
成
長
を
遂
げ
て
き
た
職
場
で
す
か
ら
、
当
然
の
如

く
こ
こ
何
年
も
結
婚
・
出
産
〜
育
児
ラ
ッ
シ
ュ
（
現
在
も
育
児

休
暇
中
２
名
、
妊
婦
３
名
）
が
続
き
、
も
う
５
年
以
上
も
全
ス

タ
ッ
フ
が
揃
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
離
職
せ
ず
、

出
産
・
育
児
を
し
な
が
ら
で
も
当
セ
ン
タ
ー
で
仕
事
を
続
け
た

い
と
い
う
ス
タ
ッ
フ
の
気
持
ち
の
現
れ
で
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー

の
職
場
と
し
て
の
魅
力
を
証
明
す
る
も
の
で
も
あ
る
と
自
負
し

て
い
ま
す
。
私
か
ら
言
う
の
も
お
こ
が
ま
し
い
の
で
す
が
、
当

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
患
者
さ
ん
と
の
関

わ
り
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
（
稀
に
御
指
導
を
受
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
大
目
に
見
て
下
さ
〜
い

（
笑
））。

　

実
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
院
に
お
け
る
リ
ハ

ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
回
診
へ
の
参
加
率
は
多

分
院
内
ナ
ン
バ
ー
１
で
す
。
整
形
外
科
カ
ン
フ
ァ
、
神
経
内
科

カ
ン
フ
ァ
（
４
西
病
棟
、
回
復
リ
ハ
病
棟
）、
リ
ハ
ビ
リ
科
カ

ン
フ
ァ
、
回
復
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
カ
ン
フ
ァ
、
呼
吸
器
カ
ン
フ
ァ
、

消
化
器
内
科
カ
ン
フ
ァ
、
循
環
器
内
科
カ
ン
フ
ァ
、
脳
外
科
回

診
、
呼
吸
器
科
回
診
等
々
…	

い
ろ
い
ろ
な
所
に
顔
を
突
っ
込

ん
で
い
ま
す（
そ
の
際
に
用
意
す
る
各
申
し
送
り
資
料
作
成
は
、

数
が
多
い
だ
け
に
結
構
大
変
な
仕
事
な
ん
で
す
よ
ー
（
汗
））　

　

こ
の
様
に
主
治
医
を
中
心
に
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の
評
価
の
高
い
リ
ハ
ビ

リ
サ
ー
ビ
ス
は
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
院
内
の
各
部
署

の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
な
く
し
て
、
当
院
の
総
合
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
成
り
立
た
な
い
の
で
す
…　

み
な

さ
ん
！	

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

当
院
で
は
15
名
（
男
性
８
名
、女
性
７
名
）
の
ス
タ
ッ

フ
で
理
学
療
法
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
仕
事
内
容
は
検

査
や
測
定
／
評
価
に
基
づ
き
、
何
ら
か
の
疾
病
・
障
害

な
ど
に
起
因
す
る
機
能
・
形
態
障
害
に
対
す
る
運
動
療

法
に
よ
る
筋
力
、
関
節
可
動
域
、
協
調
性
と
い
っ
た
身

体
機
能
改
善
及
び
物
理
療
法
に
よ
る
疼
痛
改
善
を
図
る

治
療
科
学
で
す
。
ま
た
能
力
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
基

本
動
作
や
日
常
生
活
活
動
を
改
善
す
る
為
の
指
導
、
そ
し
て
社

会
生
活
を
送
る
う
え
で
不
利
な
要
素
を
少
な
く
す
る
為
の
福
祉

用
具
の
選
定
や
住
宅
改
修
・
環
境
調
整
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

最
近
は
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
障
害
予
防
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
当
院
に
お
け
る
理
学
療
法
対
象
患
者
は
成
人
、
小
児
、
老

人
と
幅
広
く
急
性
期
か
ら
回
復
期
を
中
心
に
患
者
さ
ん
の
状
態

に
応
じ
た
理
学
療
法
を
実
施
し
、
患
者
中
心
の
治
療
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
疾
病
が
あ
っ
て
も
い
き
い
き
と
生
活

し
て
い
く
為
の
サ
ポ
ー
タ
ー
、
そ
れ
が
当
院
の
理
学
療
法
士
で

す
。

　

現
在
、
10
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
作
業
療
法
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
作
業
療
法
の
作
業
と
は
一
般
的
に
考
え
ら
れ

て
い
る
も
の
の
み
で
な
く
、
患
者
さ
ん
が
生
活
し
て
い

く
為
に
必
要
な
活
動
す
べ
て
を
指
し
ま
す
。で
す
か
ら
、

徒
手
練
習
の
他
に
趣
味
活
動
や
遊
び
を
取
り
入
れ
た
リ

ハ
ビ
リ
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族

に
笑
顔
で
す
ご
し
て
い
た
だ
く
為
、
楽
し
く
元
気
い
っ

ぱ
い
な
ス
タ
ッ
フ
が
様
々
な
活
動
を
通
し
て
機
能
回
復
、家
庭
・

社
会
復
帰
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
当
院
に
は
５
名
の
言
語
聴
覚
士
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。
言
語
聴
覚
療
法
（Speech	Language	

Hearing	Therapy

）と
は
、脳
血
管
障
害
後
の
失
語
症
、

聴
覚
障
害
、
こ
と
ば
の
発
達
の
遅
れ
、
構
音
や
音
声
の

障
害
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
に
対
し
て
、

小
児
〜
高
齢
者
ま
で
そ
の
人
に
あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
の
獲
得
練
習
や
指
導
・
援
助
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
新
し
い
分
野
で
あ
り
、知
名
度
は
低
い
で
す
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
、
節
食
・
嚥
下
障
害
に
対
し
て
専

門
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
対
象
者
の
方
々
の
困
難
が
少
し

で
も
改
善
し
、
生
活
の
質
が
向
上
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

部
門
レ
ポ
ー
ト   

第
３
回

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

医
師
２
名
、理
学
療
法
士
15
名
、作
業
療
法
士
10
名
、言
語
聴
覚
士
５
名
、看
護
師
１
名
、ア
シ
ス
タ
ン
ト
２
名

室
　
長

長
　
嶺
　
英
　
博

主
　
任

東
　
　
　
直
　
樹

主
　
任

橋
　
口
　
久
美
子

福
　
崎
　
ふ
　
く

リハビリセンターの変遷

理学療法士（ＰＴ）紹介作業療法士（ＯＴ）紹介

言語聴覚士（ＳＴ）紹介



　平成 20 年 10 月 1日付で、循環器科の

平川先生の後任として赴任いたしました。

平成 7年に鹿児島大学を卒業し、同年鹿

児島大学旧第一内科に入局いたしました。

これまではカテーテルによる検査治療を

中心に診療に従事しておりましたが、大

学での勤務が長く、救急を含んだ現場での仕事は久しぶりですので、みな

さんにご迷惑をおかけすると思います。なにとぞよろしくお願いします。

信念としては、患者さんに合った医療をご提供したいと思っていますが、

他の診療科と同様に循環器科も一人では医療はできませんので、一緒に

精進成長していきたいと思っています。みなさんのご協力をお願いしま

す。

・・・若かりし頃は、海ばかり行っていましたが、今では見る影もなくなっ

てしまいました。ちっとばかりは見た目だけでも改善したいとは思って

おります。が、こればっかりは・・・・。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

小　川　正　一
循環器内科　医師

趣味：そそるものを探すこと
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新人さん、
　いらっしゃ〜い
10月〜 12月までに私達の仲間となった

スタッフをご紹介致します。

どうぞよろしくお願いします。

　10月より働かせていただいております。
機器も検査も多く、仕事を少しでも早く覚
えていきたいです。また、自分の無知さを
改めて実感しております。ゼロからのス
タートと思い一生懸命努力していきますの
で厳しいご指導宜しくお願いいたします。

笠野　嗣敏

放射線室
放射線技師

　９月より３東病棟で働くことに
なりました。御迷惑をおかけする
ことも多々あると思いますが、一
生懸命頑張りますので宜しくお願
い致します。

松浦　友香

３東病棟
看護師

　11月から勤務する事になりまし
た。日々学ぶ姿勢を忘れず、頑張
りたいと思います。ご迷惑をおか
けすると思いますが、宜しくお願
いします。

　9月より３東病棟で働くことになりま
した。看護師４年目ですがまだまだ勉強
不足な事が多く、ご迷惑をかけるかと思
います。これからも色々な事を多く経験
し学んでいきたいです。環境も変わり不
安もありますが一生懸命頑張ります。

田代　睦美 小村　博美

４西病棟
看護師

３東病棟
看護師

　９月からちゅうりっぷ園で勤務する
ことになりました。まだまだ保育士と
しても未熟で学ぶことが多い毎日で
す。一日も早く一人前の保育者となれ
るよう今、自分に出来ることを精一杯
し、笑顔を忘れず頑張っていきたいと
思います。よろしくお願い致します。

　しばらく病棟勤務を離れており、
慣れるまでにご迷惑をおかけしま
すが初心に戻って頑張りたいと思
います。ご指導よろしくお願いし
ます。

神園さとみ 西川　尚子

保育所
保育士

４西病棟
看護師

　不慣れな事ばかりでご迷惑をか
けると思いますが、早く職場に慣
れ、日々成長できるように頑張り
ますのでご指導宜しくお願いしま
す。

　10月よりちゅうりっぷ園で勤務すること
になりました。毎日、子供たちと新しい発
見ができ、とても充実しております。保育
士としてまだ半人前なので、日々勉強で色々
なことを吸収していきたいと思います。精
一杯頑張ります。よろしくお願い致します。

山崎　　舞 網屋　美雪

事務部
外来医事

保育所
保育士

　12月１日付けで外来に配属され
ました。ちゅうりっぷ園の病児保
育も担当させていただきます。久
しぶりの仕事で毎日が緊張の連続
です。しかし、笑顔を心がけ焦ら
ず着実に歩んで行きたいです。

　分からない事が多く、失敗ばか
りの毎日ですが一生懸命頑張りま
すのでご指導宜しくお願いします。

奥　　里加 窪島　雅代

外来
看護師

4東病棟
看護師

　平成 20 年 10 月１日より、南　周作先
生の後任として赴任いたしました。平成
10 年に獨協医科大学を卒業後、平成 12
年に鹿児島大学整形外科に入局し、平成
14年より鹿児島大学大学院に入学致しま
したが、未だ雑誌掲載まで至らず…！　
　そんな中、平成 19年４月よりやっと現
場に復帰、いきなり最も忙しい病院のう
ちの一つの鹿児島市立病院で激しいリハ

ビリ開始、完全に “ なまって ” いました。やっと、なれてきた所で今回の
転勤となりました。５年前には川内済生会病院にて勤務経験がありまし
たが、現在の様な救急対応ではありませんでした。今回、この病院に赴
任致しまして思う事は、完全紹介型施設＋電子カルテという形態で非常
にメリハリのある生活がおくれるという事です。また、最も興味のある、
スポーツ整形の分野の先輩である福島佳織先生のもと仕事が出来る事を
大変うれしく思っている次第です。また、日頃の診療に関して感じます
事は、気のせいか深部静脈血栓症／肺血栓塞栓症患者が多いな〜と感じ
ました、土地柄なども…。
　最後に、最近気付いた事ですが、鹿児島市立病院整形外科には多くの多
発外傷患者の搬入依頼がありましたが、薩摩川内市からの搬入は私が勤
務している間には、全くありませんでした。いかにこの病院が優れ、地
域密着型の高度な医療が行われているかという証拠ではないかと思いま
す。皆様にご迷惑かけない様にガンバリますので、ご指導・ご鞭撻を賜
りますようよろしくお願い致します。

田　中　源　幸
整形外科　医師 趣味：飲み会



回
復
病
棟
主
任　

中　

屋　

洋　

子　

　
「
も
っ
と
強
く
押
し
て
く
だ
さ
い
！
」「
人
工
呼
吸
は

短
く
腕
が
上
が
る
ぐ
ら
い
に
！
」
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
方
の
声
が
側
で
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
の
声
を
聞
き

な
が
ら
私
は
一
生
懸
命
、
30
回
の
胸
骨
圧
迫
と
２
回

の
人
工
呼
吸
を
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
１
分
の
間
、
夢
中
で
行

な
っ
て
い
ま
し
た
。
相
手
は
マ
ネ
キ
ン
で
し
た
が
、
絶

対
助
か
る
よ
う
に
と
思
い
な
が
ら
…
。
今
回
、
私
が
こ

の
講
習
を
受
け
よ
う
と
思
っ
た
理
由
は
も
し
や
家
族
や

身
近
な
人
が
突
然
目
の
前
で
倒
れ
た
ら
自
分
は
適
切
な

処
置
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
不
安
か
ら
で
し

た
。
看
護
師
と
い
う
免
許
は
持
っ
て
い
て
病
院
で
勤
務

し
て
い
て
も
い
ざ
と
い
う
時
き
ち
ん
と
し
た
救
命
処
置

が
と
れ
な
け
れ
ば
何
の
為
の
免
許
な
の
か
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
装
置
も
今
は
街
中
の
主
な
所

に
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
も
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を

習
得
し
き
ち
ん
と
し
た
操
作
で
使
え
な
い
と
意
味
は
あ

り
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ｐ
Ｒ
は
技
術
と
ス
ピ
ー
ド
と
知
識
が

揃
っ
て
い
な
け
れ
ば
発
揮
さ
れ
ず
救
命
に
失
敗
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
丸
一
日
を
使
っ
た
研
修
で
し

た
が
実
技
試
験
、
筆
記
試
験
を
ク
リ
ア
し
何
と
か
Ｂ
Ｌ

Ｓ
バ
ッ
チ
を
貰
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
バ
ッ
ジ
が

自
分
へ
の
自
身
に
な
る
よ
う
に
、
ま
た
学
ん
だ
こ
と
を

忘
れ
ず
に
い
ざ
と
い
う
時
き
ち
ん
と
発
揮
で
き
た
ら
と

思
い
ま
す
。
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Ｂ
Ｌ
Ｓ
講
習
会
と
は
？

1
　
継
続
看
護
サ
マ
リ
ー
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

　

回
復
病
棟　

◎
田
代
ミ
サ
子　
　

大
重
か
お
り

2
　
内
服
の
自
己
管
理
に
向
け
て

　

４
西
病
棟　

◎
畠
中　

亮
祐　
　

鍛
冶
屋
美
香

　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

愛
子

3
　
胸
腔
ド
レ
ー
ン
の
固
定
法
に
関
す
る
取
り
組
み

　

４
東
病
棟　

◎
東　

さ
な
え　
　

村
岸　

沙
織

　
　
　
　
　
　
　

尾
ノ
上
昭
男　
　

村
尾　

智
子　
　

4
　
術
後
の
飲
水
開
始

　

３
西
病
棟　

◎
福
山
亜
須
香　
　

久
米
村
良
美

5
　
光
触
媒
を
用
い
た
臭
い
緩
和
に
つ
い
て

　

３
東
病
棟　

◎
竹
井　
　

恵　
　

飛
松
美
奈
子

　
　
　
　
　
　
　

住
吉　

真
希　
　

6
　
側
臥
位
・
牽
引
位
時
の
保
温
方
法
の
検
討

　

手
術
室　
　

◎
大
石　

知
佳　
　

大
迫　

聡

　
　
　
　
　
　
　

佐
多
や
よ
い

7
　
大
腸
内
視
鏡
検
査
に
お
け
る
水
分
摂
取
量
の
比
較

検
討

　

外　

来　
　

◎
吉
永　

裕
子　
　

中
島　

武
士

　
　
　
　
　
　
　

大
津　

貴
子

◎
は
発
表
者

ナース
ステーション
ナース
ステーション
ナース
ステーション

ナ
ー
ス

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ナ
ー
ス

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ナ
ー
ス

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

看護部
だより看護部

だより
日時…11月15日（土）14時〜　　場所…２階会議室

平成 20 年度看護研究発表会

ＢＬＳ
講習会を受けて

９月７日㈰
8:50〜 17:00
当院２階会議室

内
　
容

　

日
本
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
協
会
が
主
催
す
る
医
療
従
事
者
を
対
象
と

し
た
Ｃ
Ｐ
Ｒ
（
心
肺
蘇
生
法
）
の
講
習
会
で
す
。
ビ
デ
オ
を

見
な
が
ら
成
人
、
乳
児
、
小
児
の
一
次
救
命
処
置
、
気
道
異

物
の
除
去
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
実
際
に
マ
ネ
キ
ン
を
使
っ
て

学
び
ま
す
。
講
習
後
、
筆
記
・
実
技
試
験
が
あ
り
合
格
す
る

と
ア
メ
リ
カ
心
臓
協
会
（
Ａ
Ｈ
Ａ
）
の
コ
ー
ス
修
了
証
が
も

ら
え
ま
す
。
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去
る
、11
月
21
日（
金
）。

ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
園
の
園
児

が
手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を

届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
子

供
た
ち
が
一
所
懸
命
作
っ

て
く
れ
た
素
敵
な
カ
レ
ン

ダ
ー
に
大
い
に
感
謝
し
、

日
々
の
業
務
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

去
る
10
月
28
日
（
火
）、
当
院
駐

車
場
に
鹿
児
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
の
献
血
車
が
来
院
し
、
献
血
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
院
で
は
年
２
回
ほ
ど
献
血
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
回

の
献
血
の
機
会
に
も
是
非
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

ちゅうりっぷ園
お遊戯会

勤
労
感
謝
の
日

　
カ
レ
ン
ダ
ー
贈
呈

　去る 12 月 13 日（土）、ちゅ
うりっぷ園の園児たちによるお
遊戯会が行なわれました。園児
たちは日頃の練習の成果をお父
さん、お母さんに見てもらおう
と一生懸命に可愛らしい踊りや
歌を披露し、会場からは大きな
声援と拍手が贈られました。

献  

血

３歳児遊戯「は・ぴ・ぽーまめちっち」４歳児遊戯「チャンス」

全園児揃っての合唱。見事です！ ０歳児「手遊び」。泣きながらも頑張りました。

３歳児遊戯「だいすきラスカル」 １歳児リズム遊び「おさんぽ」 ２歳児楽器遊び「ほかほかぽかぽか」 ３歳児劇「ももたろう」
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ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し
て
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
ほ

ど
駐
車
場
の
増
設
工
事
が
終
了
し
、
昨

年
12
月
１
日
よ
り
医
師
駐
車
場
を
患

者
様
駐
車
場
に
開
放
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
て

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
薩
摩

川
内
市
タ
ク
シ
ー
協
会
へ
連
絡
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
は
待
機
場
所
で
待
機

さ
せ
ま
す
。

　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

入
院
に
て
不
安
な
思
い
を
さ
れ
て

い
る
中
、
こ
の
よ
う
な
態
度
や
言
動
で

不
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
大
変

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

病
棟
で
は
ご
意
見
を
頂
い
た
際
は
、

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
を
開
き
、
話
し

合
い
を
行
い
、
互
い
に
ス
タ
ッ
フ
間
で

注
意
を
促
す
よ
う
に
努
め
て
お
り
ま

す
。

　

又
、
情
報
の
共
有
を
図
り
、
各
自
が

自
分
の
こ
と
と
し
て
受
け
と
め
、
今
後

不
快
な
思
い
を
与
え
な
い
よ
う
な
態

度
言
葉
遣
い
、
丁
寧
語
を
実
施
す
る
よ

う
教
育
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ご意見回答

回答

回答

　

３
年
前
に
こ
こ
に
入
院
し
て
い

ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
駐
車
場
が

少
な
い
。
何
年
た
っ
て
も
変
わ
ら

な
い
市
民
病
院
。
駐
車
違
反
し
た

時
は
責
任
を
取
っ
て
く
れ
る
の

か
。
い
い
加
減
改
善
を
！

ご意見
　

玄
関
入
り
口
の
タ
ク
シ
ー
に
つ

い
て
。
待
機
の
状
態
（
客
待
ち
、

乗
り
降
り
な
し
）
で
駐
車
さ
れ
て

お
り
、
バ
ス
や
一
般
車
の
乗
降
に

支
障
が
あ
る
の
で
タ
ク
シ
ー
会
社

等
に
連
絡
し
て
欲
し
い
。
車
椅
子

の
時
は
特
に
困
っ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
意
見
箱

サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
と
は

　

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院
に
お
け
る

　

接
遇
を
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
、

　

患
者
に
満
足
の
い
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を

　

目
的
と
し
た
委
員
会
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
よ
り

　

去
る
10
月
28
日
（
火
）
朝
８
時
よ
り
サ
ー
ビ

ス
向
上
委
員
会
主
催
に
よ
る
清
掃
活
動
が
行
な
わ

れ
、
多
数
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
就
業
前
の

限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、
自
主
的
に
参
加
し
て

草
刈
や
ご
み
拾
い
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。
今
後

も
日
頃
か
ら
自
主
的
に
清
掃
活
動
を
行
な
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご意見
　

こ
ち
ら
へ
入
院
し
て
思
っ
た
こ

と
、
感
じ
た
事
を
そ
の
ま
ま
書
き

ま
す
。
入
院
患
者
や
家
族
に
対
し

て
冷
た
い
態
度
の
看
護
師
が
い
ま

す
。
名
前
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
や

さ
し
く
言
葉
を
か
け
て
欲
し
い
で

す
。
こ
の
ま
ま
の
市
民
病
院
の
対

応
が
悪
い
こ
と
を
他
の
誰
か
に
か

伝
え
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
態
度

を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

清 

掃 

活 

動
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12
月
25
日
（
火
）
18
時
30
分
よ
り
、
リ

ハ
ビ
リ
室
に
て
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続

き
川
内
純
心
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ベ
ル
部
と

今
年
新
た
に
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
の
丸
野
敏

和
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
美
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
が
奏
で
ら
れ
、
患
者

さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
に
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て

も
ら
っ
た
貴
重
な
聖
な
る
一
夜
と
な
り
ま

し
た
。
最
後
に
、
今
年
が
最
後
の
参
加
と

な
っ
た
ハ
ン
ド
ベ
ル
部
の
皆
さ
ん
、
長
い

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　12 月 12 日 ( 金 ) 太陽パレスにおいて、約 200 名にも上る参加
者のもと「平成 20 年度　川内市医師会立市民病院忘年会」が盛
大に開催されました。会ではリハビリ室のコント、３東病棟３西
病棟のダンス、男性職員有志によるパフォーマンスや毎年恒例の
くじ引き大会が催され、大いに盛り上がりました。

４東病棟。あれ？外科の人がいる・・・

リハビリ室大型新人

「学生さんに間違えられる〜♪」

３東病棟「うらら〜うらら〜♪」　
とっても楽しそうな男性職員。

回復病棟。師長さんにストレッチャーを！！

４西病棟。二次会♪二次会♪

３西病棟。早く余興の準備しなくっちゃ。

セクスィー美女の正体は！？

ヒント今月号 5Ｐ

入職 12 日目にして

一等Ｗｉｉを当てた　

強運の持ち主。



　�

地域医療連携室・相談室

村　山　美　紀

　

新
春
号
の
話
題
と
し
て
は
そ
ぐ
わ
な
い
が
、

昨
年
10
月
に
他
界
し
た
祖
母
に
つ
い
て
書
か
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

祖
母
は
宮
崎
県
延
岡
市
で
伯
母
と
生
活
し
て

い
た
が
、
一
年
ほ
ど
前
か
ら
認
知
症
状
が
出
始

め
た
。
最
後
の
半
年
は
、
２
時
間
お
き
に
伯
母

を
起
こ
す
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
私
と
母
で
２

週
間
に
一
度
、
土
日
は
泊
ま
り
込
み
で
介
護
に

当
た
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
伯
母
の
介
護
疲
れ
が

取
れ
ず
、
亡
く
な
る
三
ヶ
月
ほ
ど
前
か
ら
う
ち

に
ひ
き
と
っ
た
。

　

祖
母
は
、
若
い
時
に
結
核
を
患
い
、
片
肺
し

か
な
い
た
め
や
せ
て
お
り
、
ト
イ
レ
や
入
浴
介

助
は
私
で
も
で
き
た
が
、
問
題
は
夜
間
眠
ら

な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
な
ど
は
、「
萩

原
さ
ん
」
と
い
う
方
を
三
回
呼
び
、
私
た
ち

が
黙
っ
て
様
子
を
見
て
い
る
と
人
を
呼
ん
で
い

る
の
か
、
数
を
数
え
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く

な
っ
た
ら
し
く
、「
萩
原
さ
ー
ん
、萩
原
よ
ー
ん
、

萩
原
ご
ー
」
と
数
え
始
め
、「
萩
原
ひ
ゃ
く
！
」

ま
で
数
え
て
お
と
な
し
く
な
っ
た
た
め
、
夜
中

の
二
時
過
ぎ
に
家
族
で
爆
笑
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。

　

介
護
を
通
じ
て
、
私
は
相
談
員
と
し
て
色
ん

な
事
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
今
回
の
経
験
は
認

知
症
の
人
や
家
族
と
寄
り
添
う
上
で
、
糧
に

な
っ
て
く
れ
る
と
思
う
。

　

私
た
ち
と
し
て
は
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し

た
つ
も
り
だ
が
、
孫
と
し
て
心
残
り
が
一
つ
。

結
局
、
延
岡
の
病
院
で
祖
母
は
亡
く
な
り
、
夜

中
の
３
時
に
車
を
飛
ば
し
て
伯
母
の
家
に
た
ど

り
着
い
た
私
に
命
じ
ら
れ
た
の
が「
死
に
化
粧
」

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
は
滅
多
に
化
粧
を
し

な
い
。
妙
に
若
作
り
に
な
っ
た
祖
母
の
顔
を
見

て
、「
お
し
ゃ
れ
だ
っ
た
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
絶
対

天
国
で
文
句
言
っ
て
る
」
と
確
信
し
た
。

第３回

（エネルギー　214kcal　塩分 2.2g）

菜の花の海老天ぷら

①　菜の花は洗い、２cm長さに切る。

②　海老は殻を取り、Ⓐをまぶして粗く刻む。

③　ねぎは５mm厚さの小口切りにする。

④　ボウルに①、②、③、手で割ったカシューナッツ、薄力粉を入れてよく混ぜ、水（分

量外）を少量ずつ加えて混ぜ、ぼってりさせる。

⑤　170℃に熱した油に④を適量入れ、カリッとなるまで揚げる。

⑥　器に盛り、天つゆ、レモン、大根おろしを添える。

●春の食材
まだまだ寒い季節ですが、2月 4日の立春を迎えると、暦の上ではもう春です。
ということで、今回は春の食材「菜の花」を使用したレシピを紹介します。
菜の花はアブラナ科の野菜で、旬は 2月〜 4月頃。βカロテンやビタミン B1・B2・C、鉄、カルシウム、カリウム、
食物繊維など豊富な栄養素をバランスよく含んでおり、とても栄養価の高い緑黄色野菜です。これらは免疫力
を高める働きがあるので、がんや風邪の予防に効果的で、お肌を美しくする働きもあります。
揚げ物は胃にもたれやすいという方でも、大根おろしを添えることで、消化を助けてくれるので、胃腸にもや
さしい一品になりますよ。

栄養科　冨　永　　

菜の花………………50g（1/4束）	 海老	………………………50g　
Ⓐ……………………（酒・塩　適量）	 ねぎ	………………………3g　
薄力粉………………1/4カップ	 揚げ油	……………………適量
天つゆ（市販）	……適量	 大根（すりおろす）	 ……40g
レモン………………適量
カシューナッツ……5粒（他ナッツ類、胡麻などでも良い）　

身体に優しいおつまみレシピ

●●●  作 り 方  ●●●

材 料
（１人分）

編集・発行／川内市医師会立市民病院　編集責任者／事務部長

おばあちゃん
ありがとう


